第8回　施設処遇検討会議　議事録

H20.5.26　13:30～15:00

青山荘地域交流室

出席者：秋山S.G.M・佐々木優佳・上平ユリ子・山口碧・原佳伸小笠原嘉紀・三浦理見・馬渡道伸・竹内

(欠席者：千葉潜C.E.O・長谷部A.O.M・清水S.G.M)

記　録：馬渡道伸

議題

１：岩城　敏夫　様（青風荘入所者様）の処遇について

２：本田　秀之　様（青山荘入所者様）の処遇について

３：森　美穂子　様（青明舎利用者様）の処遇について

１：岩城　敏夫　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：心房細動

＜問題点＞

①身の回りの整理が出来ず、部屋が乱雑になっており、よく物が無くなる。

→介入方法

・定期的にスタッフが介入して整理整頓を行い、内容別に分けて分かりやすく表示しておく。（廃棄することも促していく。）

・古い絵など捨てられないものは家族に家に持って行ってもらい保管していただく。

・新しく物を購入する場合は、在庫を確認して本当に必要な物か再考して頂く。

・置き場所を決め、使ったものは元に戻す習慣を身に付けていく。

・衣類を区別無く収納する為、洗濯の済んだ衣類は速やかに整理する習慣をつけ、汚れた物は洗濯かごに入れる習慣をつけていく。入浴時には交換・洗濯できるように促していく。

②被害・妄想的発言によりトラブルになる可能性がある。

（物を盗られる・俺を邪魔にしている等）

→介入方法

・発言に対しては、否定も肯定もせず、ある程度本人の話しを聞く。傾聴する事で落ち着きを取り戻す為、順序だてて納得できるよう説明しながら、トラブル回避に努める。

③ペースメーカ－の装着

→介入方法
・毎日バイタルチェックし異常がないことを確認する。

・装着している事を意識して体を動かす事を拒否したりする為、定期的に点検していて異常がないことや激しい運動でなければ行なって良いことを説明し不安の解消に努める。

・現在の身体機能・体力を維持できるように助言していく。

・半年に一度、日赤ＨＰにて定期的に点検があるため、付き添って不安の解消に努める。

＜評価＞

本人と一緒に必要な物の整理を行い、物の置き場所を決めて、使った物は元に戻すように習慣づける。また衣類に関しては着た物と洗濯した物に分けて整理する。被害・妄想的発言については、傾聴し、本人が納得できるように分かりやすく説明し、他者とのトラブルが起きないように支援していく。ペースメーカーの次回検査は9月にあり、検査に同行し本人へ分かりやすく説明を行い不安の解消に努める。現状を維持する為の支援を継続して行っていく。

２：本田　英之　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：なし

＜問題点＞

①就労に向けて本人の度台造りを行う
→介入方法

・本人の最終的な目標である本屋で働きたいというニーズに少しでも近付けるようにように就労に向けて本人の度台造りを行う。
・働く前に障害をオープンにするのか、クローズにするのか説明を行う。同時にメリット・デメリットを説明し職員側で支援できる範囲も伝える。

・職場見学を行い、職場・職種に対する幅を広げる。

・現在本人のできることできないことを把握してもらい、その上で就労に向けて今できることを明確にし実行する。

・実習を行い本人の現在の作業能力を知る。実習をする事で本人のモチベーションをあげ、現在の生活にはりを見つけ、目標を設定し生活リズムの改善に繋げる。

・相談しやすい環境作りをする。（本人からも相談することはあるが、職員が活動していると、気を使い相談しない。週1回の面談の場を設ける。）

・青明舎登録も検討していく。

・うみねこ幸房利用も検討

②生活リズムの不安定

→介入方法

・全ての行動に対して時間を守り活動することが困難であるため、その都度促しを行いながら時間厳守した行動を意識付ける。
・時間を守る・連絡を入れる・報告する、参加する等、未だ改善され難い生活面での問題点については就労場面に置き換えながら本人へ一つ一つの行動の必要性を説明し、理解を促す。
・週1回（月曜日）の面談の場を設け生活全般において問題点を指摘・行動の振り返りと週間目標を毎度設定し繰り返し行う。

・問題があった場合には、本人に何故問題となっているのか、どのような行動を本人がとっているのかを説明し、一方的な批判にならぬよう注意しながら改善を促す。
＜評価＞

　　　まずは就労の前に生活のリズムを整えること、本人は就労をしたことが無い為に就労に対してのイメージができていない。本人と面談を行い、現在の本人の状況を明確にし、就労の為に今行わなければならないこととして目標の設定を行う事が必要である。本人と家族を含めた面談や、本人との面談を定期的に行い、その都度振り返りと評価を行っていき、本人のやる気へ繋げる支援を行っていく。

３：森　美保子　様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：社会不安障害　　合併症：糖尿病(20単位)・高血圧・脂肪皮膚炎

　　＜問題点＞

・パンションでの就労訓練
→介入方法

・パンション側と調整し、6月より体験利用を開始する。体験利用は本人の様子も見ながら、期間を決めて設定し、期間終了後に本人と今後について検討することとする。

・周囲の人や環境への適応に時間が掛かることからも、体験利用時には職員も訪問し、一緒に作業を行い、毎度振り返りと評価を行う。

・ささクリニックPSWとも連携し、本人のデイケアでの様子や就労訓練への取り組みについて情報共有しながら、変化を確認する。必要時にはデイケア訪問し、三者面談を実施。

・家族へも定期的に本人の様子について電話にて報告する。また、家族からの本人の就労に対する希望も聞きながら、今後について検討を行う。

・就労訓練を通して、就労に対する本人の希望を少しずつ明確にしていく。希望に応じて訓練場所を紹介し本人の視野や希望を広げ、就労への意欲向上を図る。

＜評価＞

現在ささクリニックへ通院しており、ささクリニックのデイケアへ通所している。その為、ささクリニックと連携し、本人のデイケアでの様子や就労訓練への取り組みについて情報共有する。本人の就労に対する希望を明確にしていき、視野や希望を広げていく。周囲の人や環境への適応に時間が掛かる為、実習場所に訪問を行い本人の様子を観察していく、また期間と目標設定をし、実習終了後に振り返りと評価を行っていく。

